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七 月 下 旬 紀 伊 水 道 に て 捕 獲 さ れ た 魚 の 種 類

難 　 　波　 　庄　 　作

兵 庫 縣 第 一紳 戸 中 學 校

　 昭和 五年 七 月二 十 三 日か ら同二 十 八 日 ま で 、雜 賀崎 に於 V ・て 紳 戸一 中の 市 川

幸兵衞氏 と共 に表 記 の 魚の 聚集 を した
。 短 期 間に比 較 的多 くの 聚 集が 出來 た の

で 、 魚 の種類 と 、 ．叉 その 聚集 の 腴況 とを記 して 御參考 に供 す る。

　 雜賀崎は紀州和歌 浦の 西約
一

里 に在 る漁村 で 、 紀西 に於 け る釣漁の 中心 地で

あ b 、 叉此 地 の 漁夫 の 釣 に付 い て の 技倆 と其 波濤を蹴 つ て遠方 へ 出漁 す る 大膽

呂 とは到 底他 の 追從 を許 さ ない さ うで
一 此 は漁業組合長橋本鞆 之 介氏 の 話 で

あ る が 、 同 組 合 は 全 國 に優 秀 な廉で表 彰 され た こ と も數 同 あ る さ うで あ る。

同行の 市川氏 が此 附近の 出身で あ る 關係上 橋本氏が 私逹 の 聚集 に 大層助力 を與

へ られ 、 毎 朝漁船が 齎 ら した活魚 を組合 の 手で 競賣す る時、 それ 等 の 魚 を點臉

し て必 要 な もの は 任意 に撰 び 探 る こ とが出來 、 又 その 魚が 何 處 で 補獲 され た と

か 、漁獲 の 歌況等 に至 る まで 橋本氏 の 誂 明 に依 つ て 知 る こ とが 出來 非常に 好都

合 で あ つ た。

　豫め 橋本氏 に交渉 して私 逹の 滯在 中使用すべ き漁艙一
艘 と漁 夫

一
名を契約 し

て iv て貰つ た。 そ して七 月二 十二 日に此 地 へ 來 て み る と約の 如 く凡 て の 準備

が して あ る。漁夫 は迺稱豊 さん と言 つ て組合 の 使用人 で 且 老練 家 で あつ た 爲め

盆 々 都合 が よか つ た 。 それ で その 翌 日か ら早 速 仕事 に 取 t） か か る こ とが 出來 た

の で あ る。

　七 月二 十 三 日朝五 時 に起 きて濱邊 へ 行 つ て み る と 、 沖の 方か ら漁船が幾般 竜

活 槽 を 曳 V ・
て歸 っ て來 る。 着岸 す る と順次 に活 槽 を引 き揚げ 、 槽の 口 を 開 い た

ま ま競賣 に 付 す る 勿 論組合が 一手 に引き受け て ゐ る の で 上 記の 豊 さ ん 竜 その 集

人 の 一
人 で あ る。競賣の す ん だ魚は 他の 容器に移 して濱邊 に竝 べ られ 、 それ が

次 第 に和 歌 山 大 阪 方面 へ 搬出 き れ て 行 く。 私逹 は その 間 を巡 覽 して 手 頃 な大 き

き の もの を撰 び 取 う豊 さ ん を して 宿所の 方へ 運 ばせ た
。

　斯 樣に して二 十 三 H か ら二 十八 il朝 ま で に聚集 した 種類 は 次 の 通 b で 、 こ の

期 間 此 地 に集 め られ た 魚は杢部網羅 し て ゐ るZsl　）1 で あ る。漁獲地 は 東は 日 ノ 岬 、

西 は 室戸岬 まで の 範 園 で あ る 。 徇 ほ茲 に特 記 すべ き こ とは集 る 魚が 全部 活魚 で

あ つ て死 魚 は
一

つ もない
。

こ の 點 は 魚 の 色彩 を識 る の に絶好 で あ る こ と と、 又

橋 本氏 の 諡 明に依 つ て捕獲i揚所が 確實で あ る こ ととで あ る。

　　 ヘ ダ ヒ 助 α鬻 αγ幡

　　 オ ホ メ グ ヒ 〔士名 メ イ チ ） α加 観 ・・rα 几傭 屮加 ‘s
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こ の 二 種 は 今 が最 竜美味 な時期 で あ る 。 從 つ て價 もマ ダ ヒ と變 ら顧
。

ア カ ノ ・ タ （土名 ア カ 。
ボ ） Epinel〕heltts　t・si・rtmenara

　マ ア ヂ 　Trαchur ・usjaPond ・c．1占S

　ム ロ ア ヂ 　1）eca・pier
・tts　nZU ・roa，dsi

以上 5 種 は量 に於 い て最 も多 い ．硼 こ ア ヂ は その 大部分 を 占め ・ 新鮮 なた め

生食 す れ ば味 が大層 よろ しい
。 是等 に 次 い で

　　イ ヤ ゴ ノ ・ タ 　E！冫inephel
・us 　」，oec

・i，lonolus

　　 ア カ マ ツ カ ナ jllvripr・ist　is　onitrcijan

　　 砺 ト ウ ダ ヒ （土名 コ ン ペ ン ト ウ ） π ・1・ce・ztrus　spinosi ・sstm ・us

　　 ホ ウ ボ ウ （圭 名 ホ ン ボ ）　Ohe1idon・ichthysた［撒 賜

　　カ ナ ガ シ ラ （土 名 カ ナ ン ド）　五8p 齠αr匂〜α abys ．SCtZi；S

　以上 可 成 澤山に 集 まつ て 來 る。其 外雜魚 と して

　　，ア ヰ ゴ 仔魚　〔土名ノ“ レ コ ウ）　S・i．qα？  娼 ∫閥 Cε邸 θ1〜8

　　か ・グ P ペ ラ （土名 ゴ マ ソ ジ
。 V ．

イ ヤ シ ベ ラ
、

一 タ ベ ラ等 ）

　　　DtLymαer・ia　fiagellifera
　　 ア ヲ プ ダ ヒ （士 名イ ン コ ） o翩 ・do・・ o畍 齠

　　 カ ゴ ノ、 キ ダ ヒ 〔士名 ウ ソ ボ ・ ベ ン ） ・〕∫i鰍 磁 婉 S 並 蜘 伽

　　 テ ン
・
ス （土名 テ ス ）　lni・1覦 ．

1，J・9 面ω

　 　 ム ス メ ベ ラ　 ZzeZds　m ，usume

　　 ミ ノ カ サ ゴ PeerOiZles　lwn・ulata

　　 オ ホ モ ン ハ タ 　五］P｛’暇 ）hel・us　c 厂aspecgu
・rus

　 　 ヨ コ ス ヂ フ ェ ダ ヒ 　 JJue・ianuS　Z・itta

　　 マ ノ ・タ 　遅P乞π εP1ユ♂畆s　sθpte
・
？？zfa・s・e・ia・t，u．s

　　 モ ン ガ ラ カ ノ ・ノ ・
ギ　Ba“stes ？ttSfe・r

　　 カ サ ゴ （土 名 ガ シ ラ ） ＆ 1｝α諭 sθ嵋 ητα・1’］71．o ・11at’u ，ft

　　 イ シ ダ ヒ 　0∫フ詰91〜αぬ 偲 拘δc乞α 蝕 8

　　 ネ コ ザ メ 　Hele・t
−odontus 　o

’
al）onzcats

　　 ア ミ モ ン ガ ラ　 Ca・nthide ・
）
’n
’
tis　9

「0‘砌 1d α蝕 S

　　 ア イ ナ メ 　7丑 τα91rα η 漁 猟 8 （〉餓ゐ盟

　　 ミ シ
ー
マ ヲ コ

ーぜ 　CT・，V．nOSco ？）us 　」

’
ctponiclus

　　 イ シ ガ キ ダ ヒ 　 02，legnath・tLs　P
・
し縦 σ‘‘！頽 s

　　 シ マ エ ソ （土 名 ア マ エ ソ ） 望rαc砺 1・ocθ惚 臨 嬲 ・Pδ

　　 ク ラ カ ケ ギ ス 　．A7eoperc・is鏘 顧認 σ齔 如

　　 ス ズ メ ダ ヒ （土 名 オ セ ン ゴ ・ シ ） 01己γo ”爵 剛 α幡

　　 ヒ メ ジ Psendupeneus　benisa−s−i．？
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オ キ ヒ イ ラ ギ 　Leiognαth・tts　r−ivulat・twn

ウ ミ v マ 茄 p雌 α 即 u8 α 汀 oηα 幡

ネ ン ブ ツ ダ ヒ 　Apogon　semilineat “s

マ ダ ヒ 仔 魚 Payr・s・m
’
us 　fnag

’
・7i

ク マ ノ ミ 加 P1ゆ 酌 η 沖 ・ni ・us

シ ロ ザ メ 　Cynias　y，r・i，seus

ウ ツ ボ
゜
　Gi・mnothor αx　kidalto

料

サ サ ノ ・ ’ベ ラ （土名   チ
・

ベ ラ ） Aa ・酌 幡 卸 ・痂 ・・

サ ウダ ガ ツ ヲ （±名カ ツ ヲ ）　A’uxis 　thaxa・rci

セ ト ベ ラ （土 名 キ ン ベ ラ ）　Halichoeres　t・re ）nebund ・us

ウ v ヅ ラ ノ ・ギ 　0 α？疏 θr佃 θSmodest ’
us

ト ラ フ グ 飾1鱒 痂 8 励 吻 εS

ウ ミ ヒ ゴ ビ 為 θ漁 卿 鍋 ・ん・脚 μ蝋 ・

ギ ン カ ガ ミ 　 遡 6η 67n αC・ulata ，

ル ’ ビ シ ヤ ・FI’ist・ioptertus　typus

キ ウ セ ン 　1血 痂 肋 即 6S 卸 頗 10P獅 こ‘S

ヲ ニ ヲ コ ぜ 　In　im 　ic　tts　jal）onicus
ダ ツ 　物Zo8〜乙，・燗 an α．st・o ηnell α

ミ ギ マ キ　 Goniistiu826bya

ゲ ン ロ ク ダ ヒ 　 Oorαdion　7nod θst 畆況

コ セ ウ ダ ヒ P｛ectorhychzcs　c，i’nctus

　以上 魚名 は 大部分 は 田 中氏 の 著書及 び 同氏の 鑑定せ られ て私 の 手 許 に在 る標

晶 に據 つ た の で あ るが 、 中に は私 の 記憶に よつ たの もあ るか ら學名 な どに至 つ

て は 現在専門家 には 使用 され てゐ な い もの や杢 體 と して 不 統 一 な もの が あ b は

せ 煎 か と考 へ られ るが 、 左 樣な もの は推斷せ られ ん 1 と を望 む。 土 名 は豊 きん

に 聞 い た の で あ る が不 得要 領が 多 い た め その 一部だけ を附記 した に過 ぎね 。

　期間 中に磯狩 や底 曳網 を使 つ て 獲 た もの の 中に は 荷 こ の 外 に

　　ナ ベ カ 　P諭 OSじ薀 88　etegans

　　キ ノ バ ル 　・動θrogob 艢 8 （iaimio

　　テ カ ミ （土 名 カ ブ 丿 ノ ・ぜ ） 伽 μ・centlrlUS　filifer
　　

ゴ ソ ズ ヰ 仔 魚 　Plotos’us　angteilta ・ris

　　
ハ ヲ コ ぜ 」％ 照 θ庸 qpO9侃 慨 酔 琶画 η 癖

　　ウ シ ノ シ タ 仔 魚 　1〜碗 ηop 〜α似 s褊

　　メ イ タ ガ レ ヒ 仔 魚 　1’Zev・roiiichthys 　cornutas

　（附記）
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　雜賀崎 の 水産教師五 島氏 の 聚集に係 る魚類 を見 しに徇 、 次 の 種類 が あつ た。

但 し聚 集時季 は 必ず し も前掲 の もの と同 一
で は な い

。

　 　 ツ ノ カ ナ ガ シ ラ 　 P8｝
1秘 認萄 陀 or ・ientale

　　イ ネ ゴ チ　aVG！ノSαnophrys 　crocod ・i，ltts

　　 セ ミ ホ ウ ボ ウ D α 吻 lop伽 α ・’
・ie＞ttalds

　　ア ン 冒 ウ　Zo？）lbt：omus 麟 ざ6γヒ君s

　 　 ム ロ キ ホ ウ ボ ウ 　P8V’istedio，〜

　 　 フ ウ モ ン ヰ ザ リ ウ ヲ　 Aiztennαri？，s　lat．eTCt；・is

　 　 ウ ミ ス ズ メ 　 08磁 clo η

　　ノ ・ タ タ テ　∬ 6厩 o碗 us 　di・ph・rente3

　　 ア カ タ チ　 14C α，？th・ocepola 　l　rusenstct ’
n ・i

　　マ ト ダ ヒ 、z6啣 αP・η 諭 s

　　 ヒ シ グ ヒ 　油 吻 07漉 丁訪 88螺 δ

　 　 ノ 、 リ セ ソ ボ ン 　1万α 『0 況 ア｝01αCα ？〜t．h〜‘S

　　 コ バ シ イ タ ダ キ Lel／，techerte・is

蛇 の 鱗 式 異 常 に つ い て

齢

　　　　　　　　　　　　 美 　 濃　 部 　 　 熙

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 東 京 帝 國 六 學 農 學 部 動 物 學 教 室

　　緒言　鱗式は 蛇類 の 分類 で 重要 な る特徴 の
一

つ と して あ る
。 それ で それ

ぞ れ の 種 に つ い て
一

定 な る べ き筈 で あ る が屡 々 そ の 異 常が見 られ る
。 此 處 に筆

者が 鱗式異常 を 日本 内地産五 種 に つ い て觀察 した所 を述べ て 見 る こ とに す る
。

各種 につ い て 數多 くの 個體 を觀察した の で ある が 、 統 計的の こ とは 止 め て ど う

い ふ 異 常形 が あ つ た か とい ふ こ と と、 その 異常の 原 因 と につ い て此 靂 に書 V ・て

見 よ う。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　記載 　ヤ マ カ ガ シ Nαか舳 ti．qrinα BOIE

　鱗式 體鱗列 ／9
， 眼 鱗 2 ＋ 3 （眼前鱗 2

， 眼後鱗 3 の 意 ； YJ下準之 ）， 顳 顳鱗

1＋ 2 （前列 1，後列 2 の 意 ； 以 下 準之 ）， 上 唇鱗 7

　　（1） 眼 鱗異 常の 例 　2 ＋ 2
，
2 ＋ 4

，
1＋ 3

，
3＋ 3

　　（2）　顳 纈鱗異常の 例 　1 十 ／
，
1 十 3

，
2f2

　　（3） 上 唇鱗異 常の 例 　 6

　 　 　 　 　 ヒ バ カ ヲ　 ATat’rix ！
．
　iLa・k・a ・？i・i　BOiE
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